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冬場に手軽に摂れる温かい食事というとカップスープをイメージする方も多いのではないだろうか。今回は

カップスープ市場について、ID-POSデータから見る売上や味覚センサによる味分析データを組み合わせ、多角

的に検討を行った。「味分析×購買データ」の考察により掴めるトレンド情報をぜひ体感頂きたいと考える。

Report No. 手軽に温まることのできる「カップスープ」の味わいを調査

2022年12月 カップスープ

【図1】売上推移（2019年12月~2022年11月 全国スーパーマーケットID-POS
金額PI 加工食品・スープ類・エースコック「スープはるさめ」シリーズ

■記載されている味覚データは、株式会社インテリジェントセンサーテクノロジー（URL： https://www.insent.co.jp/ ）の味覚センサー（TS5000ZまたはSA402B）にて測定、

解析した。結果は相対値であり、「測定値1.0の差異=濃度換算で20%の差≒人間が感じられる差異」と設定されている。

■本レポートのお問い合わせ先：株式会社味香り戦略研究所味トレンドレポート運用担当trendreport@mikaku.jp まで

Copyright © 2022 Taste and Aroma Strategic Research Institute Co.,

食マーケットにまつわる最前線の

情報をお届けするウェブマガジン
味に関する最新情報はこちら

直近3年間のカップスープ市場全体の売上は横ばいであるが、

その中でも春雨スープ系は上昇傾向にあり、【図１】に示し

たエースコック「スープはるさめ」シリーズの売上増加が著

しい。温かいスープ類は1年の中でも冬場の方が売上高が上が

る傾向にあり、直近2022年11月データでも上り調子となって

いる「スープはるさめ」シリーズを中心に、ワンタンや春雨

などの食事系スープについて味わいを調査した。

【図２】カップスープ11商品のうま味、味の濃さのバランス
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【図3】エースコック「スープはるさめ」4商品の味バランス

【図2】には今回調査対象としたカップスープ11商品のうま

味と味の濃さのバランスを示した。ワンタンや餃子が入って

いるスープは比較的うま味が強い傾向があり、春雨スープは

全体的に味の濃さが強めの味バランスであった。

【図3】にはエースコック「スープはるさめ」4商品の平均

を基準とした味バランスを示した。「担担味」は酸味の強さ

を筆頭にインパクトの強い味わいであると考えられ、「かき

たま」はうま味が強い味わいである。後を引くうま味の余韻

が抑えめなのが「ワンタン」で、うま味の余韻の印象が強い

のが「わかめと野菜」である。時世としてランチ代削減やコ

ロナ禍の行動制限緩和により発生する外出先・仕事先での食

事需要といった喫食ニーズが考えられ、バラエティ豊かな味

わいで消費者を飽きさせないのも人気の理由かもしれない。

2022-2023シーズンの冬も寒さが厳しい見通しのためスー

プで体の内から暖を取るのはいかがだろうか。

【味の深み】

【うま味の余韻】 【味の濃さ】

【酸味】 【うま味】
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